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講座１ テーマ：障がい児共生保育～大切にしたい視点～ 

講 師：棚
たな

田
だ

 純子
じゅんこ

さん（ちゃいるどネット大阪） 

 
現在、保育・教育の現場では、発達障がいを含むさまざまな支援を必要とする

子どもたちが増加しています。そんななか、障がいのある子とその周りの子が、
将来にわたって地域で共に生きていくことをめざした保育・教育の実践が求めら
れています。「障がい児共生保育」をとおして、すべての子どもたちに「ともに育
つ力」を培うための具体的な実践についてお話しいただきます。 

 

講座２ テーマ：一人ひとりを大切にする人権保育の実践 

講 師：西原
にしはら

 美保子
み ほ こ

さん（常磐会短期大学） 

 
これまでの同和保育の実践や取組のなかで大切にされてきたことや、取組の基

盤となる考え方についてお話しいただきます。また保護者との連携や、園内での
同僚との関係性についてもふれながら、人権保育をすすめていくうえで大切なこ
とについて、これまでの西原さんのご経験や具体的な実践等をとおしてお話しい
ただきます。 
 

講座３ テーマ：人権の視点からみた造形活動 

講 師：神
こう

﨑
ざき

 里香
り か

さん（若者と家族のライフプランを考える会） 

 
近年の研究では、幼児期に心身の健康や忍耐力、やる気、自信、協調性といった

“非認知能力”を身につけることが、学びに向かい、よりよい生活を営もうとする
意欲や自己実現につながることが明らかにされています。園・所ですぐに使える臨
床美術の実践を交えながら、“非認知能力”の育成をめざす造形活動の内容につい
てお話しいただきます。（※オイルパステルを各自でご持参ください。） 

 

講座４ テーマ：人権保育から保護者支援を考える 

講 師：森本
もりもと

 宮
く

仁子
に こ

さん（大阪聖和保育園） 

 
現在、社会には貧困や虐待など、子どもが健やかに育つ権利を阻むたくさんの

人権問題があります。また、個々の子どもや保護者が置かれている生活環境もさ
まざまです。保育現場での豊富な実践をとおして、子どもの権利を保障するため
の保育や保護者支援のあり方についてお話しいただきます。 
 

 

【三重県委託事業】 

 人権保育専門講座は、子どもを取り巻くさまざまな人権問題について、各専門分野で活

躍されている方々の活動や体験から直接学ばせていただく講座です。多様な視点から人権

感覚を磨くことで、参加者のみなさんが日常の保育・教育のなかに“気づき”や“手がか

り”を得ていただけることをねらいとしています。 

 



講座５ テーマ：子どもの貧困と子育て支援 

〜細部に宿る人権を守り育てる〜   

講 師：西
にし

野
の

 伸一
しんいち

さん（わかくさ保育園） 
 
現在、子どもの相対的貧困率は１３．９％、とりわけひとり親家庭では５０．

８％となっています。事例をとおして、貧困が子どもに与える影響や、子どもた
ちに人生を切り拓く力の土台を育てるための子ども支援のあり方についてお話
しいただきます。 

 
 

講座６ テーマ：多様な性を考える 

講 師：田
た

中
なか

一
いっ

歩
ぽ

さん・近藤
こんどう

孝
たか

子
こ

さん(にじいろ i-Ru) 
 
 就学前のころから自分のなかで性別違和を感じはじめる人がいます。そのた
め、就学前教育・保育から多様な性について考えることが求められています。元
保育士である立場から、どの子もありのままの自分を大切にできるための取組
や、受けとめ合える仲間づくりについてお話しいただきます。 

 
 

講座７ テーマ：これからの多文化共生保育に求められること 

講 師：平
ひら

野
の

 知
とも

見
み

さん（京都文教大学） 
 
 現在、外国につながる子どもや保護者をとりまく課題は多様化しています。そ
んななか、母語が話せなくなった子どもや、日本文化になじむうちに親子関係に
距離ができてしまった子どもなどがいます。多様化する子どもや保護者の実態を
交えて、これからの多文化共生保育のあり方についてお話しいただきます。  

 
 

講座８(連続講座) ３回連続～家庭支援推進保育士を中心とした講座～ 
   ※家庭支援推進保育士の方を対象とした講座ですが、どなたでも参加できます。   

※連続講座ですが、連続でなくても参加できます。     

テーマ：各園における人権保育を推進するために 

講 師：ト
しめ

田
だ

 真
しん

一郎
いちろう

さん（常磐会短期大学） 

 
さまざまな人権課題にそってゲストスピーカーをお招きし、具体的な実践

や取組の事例から参加者の思いを出し合い、交流します。そして、自分自身
をふり返ったり、今後の人権保育を推進するために必要なことを話し合った
りします。参加者の実践をふり返り、ト田さんから家庭支援推進保育士の役割や、今後の実践につい
てお話しいただきます。 
 

  

 

 

お問い合わせ先：(公社)三重県人権教育研究協議会 事務局 

TEL: 059-233-5530      担当：垣内 秀文    

※参加費は無料です。 

※どの地域の講座でもご参加いただけます。 

※定員に余裕があれば、保育所(園)・幼稚園職員以外の方も参加できます。 

 


